
  

 
2020 OKAYAMA チャレンジカップレース 

Ｓ－ＦＪ 岡山シリーズ 第４戦・第５戦 

Ｓuper ＦＪ ＪＡＰＡＮ ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ 第 1 戦  

２０２０年 ８月 ８・９日  天候:曇り/晴れ  参加 13 台 

 

 

例年、サマーフェスティバルとして前夜祭なども行われる大会だが、今年は新型コロナウ

イルスによる影響でそうした催しは無く、参加数も例年の20数台から13台と少なかった。 

S-FJ ジャパンチャレンジ(全国戦)のレースになるが、ジャパンチャレンジの初戦であった

7 月のオートポリスのレースが九州豪雨による影響を受けて中止されたことにより、今回

の岡山がジャパンチャレンジの第１戦にもなった。 

レースは 2 レース開催で、特徴的なのは 2 レース目のグリッドは 1 レース目の上位 6 台が

逆となる、リバースグリッド制が作用されている点だ。 

 

≪予選≫ 

曇り空のもと、10 時 15 分から予選は開始された。宮下選手を先頭に各選手が順に次々と

コースインして行く一方、岡本選手と宇高選手はかなり遅れてのコースインだ。 

計測周に入ると、コースイン順のとおり宮下選手、鶴岡選手、塚田選手の順に上からタイ

ムが並ぶ。以前に岡山シリーズチャンピオンを獲得している岡本選手は 13 番手だ。各車、



周回ごとにタイムアップして行く、計測 3周目には宮下選手が 1’39.29 を出すと、岡本選

手も 1’39.9 で 2 番手まで上がってきた。1’40 秒台には塚田・鶴岡・鹿谷の各選手が続

く。そして 2 周後に宮下選手は 39.249 までタイムを削り取ると、岡本選手は 39.800 に、

そしてチェッカーが振られた。 

宮下、岡本、塚田選手の順で宇高、鶴岡、高口選手が続いたが、最後に鹿谷選手が 40.47 を

出して7番手から一気に4番手タイムを出したものの走路外走行の為7位のままとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪Rd5.決勝レース≫ 

午後になると曇り空は晴れて気温もグンと上昇した。 

 

レースのスタートは 2 番グリッドの岡本選手が好スタートを決め、加速の悪いポール宮下

選手を 3番グリッドの塚田選手も交わし、1コーナーには岡本、塚田、宮下、宇高選手の順

で飛び込んで行く。しかし2コーナーでは塚田選手に宮下選手が並び2位に順位を上げた。 



1 周終了時の順位は、岡本、宮下、塚田、宇

高、鶴岡、鹿谷の順で、2 周目も同じポジシ

ョンで通過するのだが、メインタワーでは宮

下選手にドライブスルーのボードが出され

る、ジャンプスタートの裁定だ。 

2 周目ヘアピンの入口で宮下選手は岡本選手

を下し、トップに躍り出て 3周終了時点では、

宮下、岡本、塚田の順で通過する。7 月の鈴

鹿のレースで宮下選手はピットレーン速度

違反でドライブスルーペナルティーを 3周以内に消化せず、失格となった経緯があり、3周

以内のペナルティ消化が案じられたが、翌周にはピットロードに向かう、そしてペナルテ

ィを消化してコースに戻ると 9位にまで順位を落としていた。 

レース中盤、先頭の岡本選手は 2 番手塚田選手を少し離し、そこから少し離れて 3 番手に

宇高選手だが、鶴岡、鹿谷選手がコンマ台で

続く展開だ。 

宮下選手はファステストラップを更新しつつ

前を追い上げると、9位から 8・7位と順位を

上げて最終ラップに入って行った。6 位まで

がリバースグリッドだ。 

チェッカーは岡本選手、塚田選手の順で、途

中順位の入れ替えもあったが 3 位には宇高選

手が順位を取り戻して入った。以下、鶴岡、

鹿谷選手、そして、最終ラップに妹尾選手を抜いて宮下選手が 6 位にまで順位を戻し、明

日のレースでのポールポジションを獲得した形になった。 

 

 
 



優勝 岡本 大地 選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「平凡なスタートでしたが、ポールの宮下選手がジャンプスタートしたのも判っていまし

た。やがて宮下選手が追い付いて来ましたが、ペナルティが出ていることも知っていたの

で、無理せずに追い越させました。その後は、何もなく後ろを見つつチェッカーを受けま

した。ただ、明日は 6番グリッドで宮下選手はポールだと、苦しいですね。 

 

2 位 塚田 海斗 選手 (ギディアップ セキグチ KK-SⅡ) 

「今年は FIA-F4 に出ます。菅生では F4 出ていました。ただ S-FJ は初めてのレースです。

スタートではポールの宮下選手を交わして 1 コーナーでは 2 番手まで上がったのですが、

並ばれて 2コーナーで 3位に順位を落としました。S-FJ の感想としては、岡本選手は速い

ので着いて行けず悔しいです。」 

 

3 位 宇高 希 選手 (CF 亜衣☆制動屋☆NJK ヤッコ KK-SⅡ) 

「ずっと苦しかったレースでした。3台で 3位争いをしていて、3位で最終ラップに入った

のですがシフトミスをしてしまい、一旦抜かれ、また抜き返して、何とか 3 位でチェッカ

ーを受けました。明日は 4位グリッドからです、頑張ります。」 

 

 

≪Rd6.決勝レース≫ 

朝から晴れ間が広がった日曜日、岡山サマーフェスティバルの 2日目レースが開催された。

6 台のリバースグリッドによりいつもと景色の違うグリッド整列なのだが、ただ昨日ポー

ルの宮下選手はレースを 6 位で終えた為、昨日同様にポールポジションからスタートする

ことになった。2 位は鹿谷、3 位に鶴岡、4 位は宇高、5 位が塚田、そして 6 位に昨日優勝

の岡本選手が並ぶ、7位の妹尾選手は昨日ギリギリ7位でポールポジションを逃し残念と。 

 

 



スタートダッシュを決めたのは予選 2 位の鹿谷選手、ポールの宮下選手は少し遅れ気味で

1 コーナーに向かうがアウトからブレーキングで並び先頭に出る。ダンゴ状態で各車が 1

コーナーになだれ込むが、全車接触もなく 2コーナーへと向って行く。 

バックストレートを駆けるスタート直後の集団だが 1台インから隙を狙う車、岡本選手だ、

ヘアピンへの飛び込みで 2台を抜いて 3位に上がる。 

1 周終了時点では、宮下、鹿谷、岡本、宇高、鶴岡、妹尾選手の順だ、ただ昨日 2位で 5番

手スタートの塚田選手は 8位にまで順位を落としている。 

2周目には岡本選手がヘアピンで2位上がるが、

リバースグリッドによる 6 番手からは素晴らし

いペースで順位を上げる。また、昨日 3 位の宇

高選手も翌周に鹿谷選手を抜いて 3 位にまで順

位を上げた。後方では、スタートで大きく順位

を落とした塚田選手も持てるスピードを発揮し

て 2台を抜き 6位だ。 

ここまで、リバースグリッドにより大きな順位

の変動、沢山のオーバーテイクが見られたが、接触事故はゼロ、S-FJ ドライバーのマナー

の良さが感じられた。 

2 位にまで急遽順位を上げた岡本選手だが、先頭を走る宮下選手のペースには僅かに届か

ず追い詰めることが出来ない。 

レース中盤には 5 位に上がった塚田選手

だが、3位の宇高、鶴岡、そして塚田選手

がダンゴ状態となって、昨日同様の激しい

3位争いが繰り広げられる。 

8 周目に塚田選手は 4位に上がり、そして

10 周目、残りラップ 2 周のヘアピンで宇

高選手を交わして塚田選手が 3 位に上が

った。 

その後、5位を走っていた鶴岡選手にはト

ラブルが出てしまい車を止めた。 

チェッカーは、1 位宮下・2 位岡本・3 位

塚田・4 位宇高・5 位鹿谷・6 位妹尾の各

選手の順で、そして、グリッド最後尾から

スタートした太田選手は 7 位にまで順位

を上げてチェッカーフラッグを受けた。 

また、2日間を通して接触事故などの無い

バトルが繰り広げられ、素晴らしいサマ

ーフェスティバルのレースとなった。 

 



 

 

優勝 宮下 選手(MYST・KK-SⅡ・制動屋) 

やっと上手く勝てました。スタートは遅れても良いのでジャンプスタートだけはしないよ

うにしました。2 番手の人と並んで 1 コーナーに侵入しましたが、コース幅が広いので、

そのままアウト側を走り、前に出ました。その後は失敗しないようにだけ心掛けて走りま

した。後半にはタイヤのタレもありましたが気を付けて走りました。 

 

2 位 岡本 選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

スタートは上手く決められて、ひとつ順位を上げ、ヘアピンでは一気に 2 台を抜いて 3 位

に上がりました。そして次の周のヘアピンで2位の車を抜いて2番手にまで上がりました。

その後、何とか宮下選手にプレッシャーをかけたかったのですが、少しスピードが足りず

に追い付くことが出来なかったです。 

 

3 位 塚田 海斗 選手(ギディアップ セキグチ KK-SⅡ) 

スタートは失敗して 9 番手くらいまで順位を落としてしまい、そこから追い上げるのが大

変でした。S-FJ レースは昨日が初レースで今日が 2レース目なので、オーバーテイクに不

安があり、なかなか抜きづらかったのですが、何とか順位を上げ、残り 2 周あたりに 3 位

の車を捉えて 3位になりました。 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


